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 A，B それぞれが 1時間にする仕事量(何個運べるか？)を計算します。 

 A・・3時間で 30個だから ⇒ 1時間で 30÷3＝10(個) 

 B・・4時間で 32個だから ⇒ 1時間で 32÷4＝8(個) 

     

 (A+B)では 1時間に 10+8=18(個)運べるので， 

       ２人で 90個運び出すのにかかる時間は， 

          

          90÷18＝5(時間) 

 

           

    

A の方が優秀 
 

5時間 
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B がやる 

2x△ 

B は 1日に 2 の仕事をしますから， 

かかるに数は， 36÷2=18(日) 

18日 
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8日間は B だけですから、このとき B が働いた仕 

  事量は， 3x8=24 

  全体の仕事量は 120 ですから， 

残りは， 120-24=96・・・２人で働いた 

  このときの日数は， 

96÷8=12(日) 

 したがって，求める日数は， 

8+12=20(日) 

(1) 

(2) 
[つるかめ算です。] 

40日 

20日 

B が働いた日数が分かればよいので， 

A が 28日間働いた とします。 

5x28=140   実際との差は 140-120=20 

1回の置きかえ（A は 5 , B は 3 より） 

   5-3=2 

したがって，B が仕事をした日数は 

  20÷2 = 10日 

(5x28-120)÷(5-3)=10 

 

10日 
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 1人が 1日にする仕事を 1 とすると， 

  12人が 5日間にする仕事量は， 1×人数×日数 なので， 

       ↓ 

   1x12x5 = 60 ・・・全体の仕事量（仕事の大きさ） 

 

(1) この 60の仕事を 15人でするとかかる日数は， 

 

    60÷(1x15)=4(日) 

1x15 
 

4日 

(2) 4人で 3日した仕事量は， 

    4x3=12 

  

 残りの仕事量は， 

   60-12=48 

  この 48 の仕事量を 8日で仕上げるのに必

要な人数は， 

  48÷8=6(人) 

 

人数や機械の台数が変わる問題は， 

1人が 1日にする仕事量を 1 としたり， 

1台の機械が 1時間にする仕事量を 1 として，

全体の仕事量（大きさ）を出して考えます。 

この全体の仕事量を（のべ量）といいます。 

 

1x4 
 

6人 

 60 

12 

4人で 3日 
 

残り 48 
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線分図の仕組み 

 

(1) 

30分でくみ出した水の量は， 

(すでにたまっていた量)＋（30分でわきでた量） 

30分でわきでた量・・・5×30=150(L) 

↓ 

30分でくみ出した水の量は， 

 300+150=450(L)  

       

したがって， 

1分間にくみ出した水の量は， 

 450÷30=15(L) 

 

(2) 

(1)は 1台でくみ出す量でした。 

2台では 1分間に(15x2=)30L の水をくみだしま

す。 

わき出る水の量は 1分間に 5L なので 

1分間に (30-5=)25(L)ずつ減っていきます。 

もとの 300L をなくすのにかかる時間は， 

   300÷25=12(分) 

 

 

 30分で処理した（くみ出した）450L 

 
30分で増えた量 150L 

毎分 15L 

12分 

300L 

 

線分図の仕組み 
※このような問題をニュートン算

といいます。 
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[線分図の仕組み] 

 

 

 

この問題では左の線分図を２つかきます。 

 

毎分 8L で 70分 

560L 

70分で増えた量 

毎分 12L で 42分 

 
504L 

42分で増えた量 
 

 

56L 

28分 

(1) 

「水がわき出る」＝「増えた量」 

右の図で，  

(70-42=)28 分で(560-504=)56L 増えていま

すから， 

1分間では， 

  56÷28=2(L)増えている。 

     ↓ 

毎分 2L の割合で水がわきでている。 

 

(2) は を出します。 

  上の線分図に数字をかきいれます。 

  70分で増えた水の量は， 

    2x70=140(L) 

はじめにたまっていた量は， 

  560-140=420(L) 

毎分 2L 

    140L 

420L 
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右のような図をかきます。 

1 つの入場口から 1分間に入場できる人数を①人 

とします。 

・入場口 2 つで 14分で入場できる人数は， 

  1x2x14=28 人 

・入場口 3 つで 8分で入場できる人数は， 

  1x3x8=24 人 

↓ 

このときの差は，(28-24=)4人 

 

14分間と 8分間の増えた人数の差は， 

  (10x14)-(10x8)=60(人) 

     ↓ 

④人が 60人にあたるので， 

①人は(60÷4=)15(人) 

・・・1 つの入場口から 1分間に入場した人数 

 

 

毎分 15人 

(2) は を求めます。 

入場口 2 つの線分図に数値を代入していきます。 

 28 は，15x28=420人  

 

は の人数は， 

  420-140=280(人) 

 

 

 
420人 

280人 

 
入場口 

 
入場口 
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C とする ○ウ A+B-C 

○ア A-C ○イ B-C 

A+B 

アより，  5-C=4 

 

7分 


